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フランス人が見たドイツ合唱同盟祭 （1865年）
井上さっき
ドイツにおいて、合唱はまさに由民的な制度である。われわれフランス入にとって気締らしである音楽
は、ドイツ人たちにとっては務めである。
エミー ノレ・ギメ『ドレスデンの五自問』
はじめに
19世紀、ドイツは合唱大国であった。一方、フランスも一一あまり知られていなし、が一一合唱
大国であった。しかし、ドイツとフランスは隣国でありながら、合唱運動のあり方はまったく異
なっていた。本論文では、 1865年7月にドレスデンで開催されたドイツ合唱同盟然に参加した
フランス人二人の報告を通して、 フランス人がドイツの合唱祭をどのように捉えたかを探り、両
国の男声合唱運動の差異について考察する。
ドイツ合唱連盟は1862年に全国組織を結成し、普填戦争直前の1865年7月22日から25日
にかけてドレスデンでドイツ合唱同盟祭を催した。祝凝には16,443人の男性の合唱協会員が参
加し、観客は20万人に達した（松本2008:152）。このように大がかりに催されたドイツ合唱同
盟祭はフランスでも話題になり、さまざまな音楽雑誌に記事が掲載されたほか、参加フランス人
の手記も残されている。木稿の目的は、これらのフランス側の資料を読み解くことにより、フラ
ンス人の聞から見た ドイツの合唱祭の特徴を明らかにすることである。そこには、当事者には当
然のこととして見過ごされがちなことも含まれているはずである。
今回、基本資料とするのは、エドモン・ヌーコムEd血ondNeukomm(1840・1903）の 「ドレス
デンの音楽祭j とエミー ノレ・ギメ EmileGuimet (1836・1918）の『ドレスデンの5日間（1865
年7月）』である。ヌーコムの「ドレスデンの音楽祭jは音楽雑誌『アール・ミュジカノレ』の1865
年8月10日号、 8月17日号、 8月24日号に3回続けて連載されたものである。著者のエドモ
ン・ヌーコムは、ルーアンに生まれパリで没したフランスの音楽評論家で、オース トリア出身の
オノレガニスト ・作曲家、ジギスムント ・ノイコムの甥に当たる。エドモン・ヌーコムはドイツ語
に堪能であることを生かして、『アーノレ・ミュジカノレ』、『メネストレノレ』、『ノレグュー ・エ ・ガゼ
ット ・ミュジカノレ・ド・パリ』などの音楽雑誌に寄稿していた。 今回のドイツ合唱同盟祭には、
ヌーコムはパリ在住のドイツ人の合唱団体『トクトニアTeutoniaj の一員として参加したら
一方、ギメの『ドレスデンの5日間』は、リヨン在住の実業家で、合唱オノレフェオン（アマチュ
ア合唱同） 運動に積極的に関わっていたエミ ノーレ・ギメが著した小冊子である。ギメ美Vil述官の創
設者である彼は、東洋美術のコレクターとして有名で、 1876年（明治9）に日本を訪れたことで
も知られるが、音楽に造詣が深く、 作曲家として、また、オノレフェオン運動の推進者と して、リ
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ヨンの音楽生活に深く関与していた。ギメは1860年、父の後を継いで、リヨン郊外のフルリュ
ウ・シュー ノレ・ソーヌの顔料工場の経営者となった。彼はすぐに労働者を集めて合唱オルフェオ
ンを設立し、翌年にはフノレリュウに農民たちを集めて器楽オノレフェオン（吹奏楽団）を設立した。
本稿で扱う 1865年のドレスデンのドイツ合唱同盟祭参加に関しては、ギメはリヨンのオノレフェ
オン同体の代表者として、リヨン在住のドイツ人合唱団体 fセシリア CoeciliaJの代表者たち
と共に現地に赴いた。彼はその年のうちにリヨンで『ドレスデンの5日間（1865年7月）』を出
版したが、この小冊子は反響を呼んだらしく、 『ドレスデンの5日間、 1865年7月22日から26
日の歌手たちの大フェスティヴ、アノレ』という題名ですぐに再版され、さらに、翌年1月から3月
にかけて、オノレフェオン専門誌『オルフェオン』に再掲載されている。
以上の経歴からわかるように、ヌーコムもギメも、単なる合唱祭の参加者ではなく、それぞれ、
フランスの音楽界に身を置き、音楽に関する著述活動も行っていた「プロ」であった。それだけ
になおさら、彼らの報告は注目に値する。
このあと、彼らの報告に従ってドレスデンのドイツ合唱同盟祭を追っていくが、それに先立つ
て、ドイツとフランスにおける当時の男声合唱運動の状況について、簡単にまとめておこう。ド
イツに関しては、松本の「19世紀ドイツにおける男声合唱運動J（松本2008）を、フランスに関
しては、拙稿（井上2008,2009）を基にしている。
1. ドイツとフランスにおける男声合唱運動
・ドイツの状況
松木によれば、ドイツでは、 19世紀の男声合唱運動に北と南－の二つの起点があった。ベルリン
のツェルターを起点とするエリート的、閉鎖的なリーダータ」フェノレと、スイス人ネーゲリによ
って南ドイツに広がった庶民的、開放的なリーダークランツである。このうち、男声合唱運動を
牽引することになったのは、南ドイツのリ｝ダーグランツの潮流で、その活動は南から中部ドイ
ツへと広がっていった。南ドイツのヴュノレテンベノレクから始まった合唱祭は、 1830年代以降、
北ドイツ各地でも聞かれるようになり、合唱祭の準備、組織化のために、地方組織が形成され、
さまざまな合唱同盟が成立した。
1848年の革命後は、男声合唱運動の全ドイツ的組織化が課題とされるようになった。こうし
た中で、 1862年9月21日と 22日の二日問、41の合唱問盟の代議員がコープノレクに集まり、ド
イツ合唱同盟が成立した。ドイツ合唱同盟は、北フランケン合唱同盟とコープノレク ・ラントリー
ダーターフェノレ合唱同盟の共同作業として作られたもので、その目標は、「ドイツの男声合唱を
広めるとともに高めることJで、あった。このドイツ合唱同盟が開催した大がかりな合唱祭が、1865
年にドレスデ、ンで聞かれた同盟合唱祭だったのである。
ドイツの合唱協会運動の特徴は、それが当時の代表的な3つの協会運動、つまりトクノレネン（体
操）協会、射撃協会、合唱協会のひとつであったことだと松本は述べている。3つの協会運動は、
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相互に密接なかかわりをもちつつ、当時のドイツにおける「統一と向由jを目指す運動の一翼を
形成していた。男声合唱はこの時期、広く市民層を結集したものとなり、祝祭参加者数、観客数
ともに飛躍的に拡大した。
この時期のドイツの大規模な合唱祭の内蒋は、すでにある程度定式化されていたようであり、
たとえば、今回取り上げる 1865年のドレスデンの合唱祭と、 1861年のニユノレンベノレクで開かれ
た第二回ドイツ合唱祭とを比較してみると、その内容は驚くほど似ている。祭典は4日間行われ、
1日目は前夜祭。この目、ドイツ中から合唱協会員が列車で到着する。駅での出迎えから宿舎へ
の案内までは歓迎委員会の仕事である。夜、市庁舎から祝祭会場まで旗の行進があり、歓迎演奏
会が続く。 2日目は午前中からリハーサノレ。そのあと、大会旗除幕、関係者あいさつ、合唱祭本
番。3日目は旗を掲げて街中を祝祭行進する。この行進は祝療のクライマックスである。その後、
コンサートが続く。4日目は遠足。午後は合唱協会代表者が集まり会議。夜、お別れのコンサー
ト。以上が合唱祭の主なスケジュールである。大規模な大会であるだけに、実行委員会、合唱委
員会、財政委員会、宿舎委員会、建築委員会、装飾委員会、飲食委員会、歓迎委員会などの委員
会が組織的に分担してイベントが実施されたえ合唱捺は、まさしく、街を挙げて地域を挙げて
の大イベントであった。
・フランスの状況
一方、 19世紀のフランスでは、都市部と農村部を問わず、 fオノレフェオンJと呼ばれるアマチ
ュアの音楽団体が多数結成され、独自の音楽文化を作っていた。活動の担い手が民衆層の男性で
あったというところがフランスのオルフェオンの特徴である。オノレフェオンという名はフランス
におけるアマチュア合唱運動の産みの親ともいえるヴィ レムが自分の合唱団につけたものであ
るが、 1850年代から60年代にかけて、オノレフェオンは全国に広がって総税名調として使われる
ようになり、さらには、吹奏楽問にも用いられるようになった。 1855年にはフランス全土です
でに合唱オノレフェオンは300、器楽オルフヱオンは400を数えたが、 1870年には合唱・器楽合
わせてフランス全体で7,000団体にまで増加し、全国津々浦々まで広がっていた。
1851年からはユジェーヌ・ドラポノレトの呼ひ令かけでコンクー ノレが開かれ始めた。1853年には、
ノ号リとセーヌ県の合唱団体連合が結成され、さらに、フランスのオルフェオン団体を後援する委
員会が結成され、団体が全国規模で統括された。
1867年に開かれた第2回パリ万博では、合唱オノレフェオン関係のイベントのために25,500フ
ランが投じられ、数々の催しが企画され、これらは万博の主要なイベントのひとつとして位置づ
けられた。内容は通常行われているオノレフェオン・フェスティグアノレに準じたもので、あったが、
規模は国際的で、フランス国外からはベルギー、プロイセン、英国、スイスから合唱団体が参加
した。フランス園内では、各地からオルフェオン団員が首都ノそリをめざして集結し、その数は
5,000人に達し、参加団体は220を数えた。
フランスのオノレフェオンの団体にとって、毎年の同標は各種コンクールやフェスティグアノレで、
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よい成績を収めることにあった。参加者のモチベーションを高めるために、主催者側は実力ごと
にグソレープ分けして競争させ、さまざまなメダルや副賞を出した。たとえば、 1867年万博の1
等賞を得た合唱オルフェオンにはメダノレの他に5,000フラン、 2等質の団体には3,000フランの
賞金が出た。19世；紀の1フランス・フランはおおよそ現在の邦貨の1,000円に当たることから換
算してみると、 1等賞のオノレフェオンには500万円の賞金が与えられたことになる。コンクール
でよい成績を収めて故郷に凱旋することは参加者たちの夢で、あった。コンクーノレとフェスティグ
アノレは、単なる演奏審査だけでなく、問旗を掲げての行進、褒賞授与式、ホストと審査員の宴会、
スピー チなど、 一連の行事があった。
オノレフェオンの紘織は合唱団体であれ吹奏楽団であれ、教師、司祭、アマチュア音楽家、職業
音楽家、退役軍楽隊員、工場経営者、名士などが呼びかけて始まる場合が多く、民衆教化、地域
振興、生涯教育、福利厚生等の一環、相互扶助組織としての性格が強かった。
2.フランス出発から ドレスデン到着まで
1865年7月の全ドイツ合唱同盟捺に参加した団体はおよそ1,000、参加者は16,443人を数え
たわけだが、外岡からの参加も多く、背楽雑誌『フランス・ミュジカノレ』の記事では、アメリカ、
フランス、イギリス、スイス、ロシア、ポノレトガノレ、そしてノルウェーからの参加があったとい
う（6aout 1865）。後述するように、ギメの報告では、さらに世界各地からの参加があったこと
になっている。フランスから参加したのはフランス在住のドイツ人合唱団2団体でLパリの「ト
ウトニアj とリヨンの「セシリアjで・あった。
ドイツ合唱同盟規約の第1条には 「ドイツ合唱同盟は、ドイツにおける諾合唱同盟および、そ
れと関係する外国で生活しているドイツ人の合唱同盟と男声合唱協会から成るJと記されており
（松本2008:148）、「外国で生活しているドイツ人の合唱団体Jはドイツ合唱同盟の一部であっ
た。つまり、この同盟祭には、外国からの参加が多かったとはいえ、外国からの参加はあくまで
も f外国で生活しているドイツ人の合唱団体Jであり、プランスで聞かれたオノレフェオンの国際
フェスティヴ、アノレのように、さまざまな国が一堂に集う真に国際的な催しとは趣旨が異なってい
た。すでに中央集権問家として長い歴史をもっていたフランスと、合唱運動が祖国統一に向けた
運動の一環として機能していたドイツとでは、めざすものがまったく違っていたのである。
『アー ル・ミュジカノレ』に寄稿したヌ｝コムの場合、ドイツ合唱同盟は外国の報道機関に招待
状を出そうとは考えも及ばなかったので、自分は評論家としてではなく、合唱団の一員としてド
レスデンを訪れた、と書いている。合唱同盟にとって、合唱祭は、あくまでも、世界各地に住ん
でいるドイツ人を対象としたものだ、った。
ヌーコムによれば、フランスから参加した2団体のうち、リヨンのドイツ人合唱団体「セシリ
アJは、 1865年当時、すでに25年の歴史をもち、ヴェッツWaitzが指障していた。ドイツで有
名になったメンデノレスゾーンの合唱曲《リヨンのドイツ人》は、メンデノレスゾーンが旅行でリヨ
10 
ンを通った際に「セシリアJのために作曲したもので、この団体の自慢の種で、あった。
一方、パリのドイツ人合唱団体「トゥトニアJは、前身は古いものの、当時、結成後 10年ほ
どの団体で、マイヤベーアが名誉会長であった。マイヤベーアはこの団体のために、《祖国への
合唱》を作曲した。当時指導していたのはヴィットマンWittmannであった。この団体はフラン
スのオノレフェオンに属していたが、ドイツの例にならって、当時はすでにコンクールには出場し
なくなっていた。とはいえ、「トゥトニアjはフランスで得た成功を自慢に思い、 ドイツの同胞
たちに見せるために、団体旗にフランスで得たメダルをすべて下げていったという。パリの fト
ウトニアJからの参加者は総勢42名で、そのうち、パリから赴いた者は35,6名で、残りは、
以前パリに住んでfトゥトニアJに所属したことのあるドイツ在住者で、あった。 一行のうち、翌々
日に急行列車を使ってドレスデンで合流する4,5名を除いて、 31名は7月 18日（火）夕刻に
パリを出発し、 20日（木）夕刻にライプツィヒに到着した。翌日、彼らは丸一口ライプツィヒで
過ごし、リヨンから来た「セシリアjの一行と合流し、ライプツィヒの合唱団体と一緒に22日
（土）の一番列車でドレスデンに向かった。
一方、リヨンの「セシリアJは、ギメによれば、メンバーの大半が仕事を休めなかったため、
4人の代表団を送ることにした。一行は、指導者のヴェッツ、旗手のスポノノレズ Sponholz、ヌ
ヴーィルのオノレフェオンの教師ジェノレネー ノレ Goorner、そしてリヨンの音楽団体の代表として
ギメであった。彼らは7月19日（水）にリヨンを出発し、スイス経由でドレスデンに向かった。
スイス国境の町ヌーシャテノレで一泊し、パーゼノレ、カーノレスルーエを経て、深夜にハイデ‘ノレベル
クに到着。 3時間後、フランクフノレトに向けて出発。フランクフノレトで列車を乗り換え、駅も違
う駅から出発し、ゴー夕、ヴァイマーノレを経て、午後8時にライプツィヒに到着。そこでパリの
「トゥトニアJの一行と合流した。鉄道が通るようになったとはいえ、パリからでも、リヨンか
らでも、ドレスデンに行くには、当時、数日かかったわけで、ある。
3.大会1日目 ：7月22日 （土）
大会は、 7月22日（土）の夜の前夜祭から始まった。その日、ドイツ中から合唱協会員が続々
と列車でドレスデンに到着した。合唱協会員を載せた列車の数はヌーコムによれば、 62本に上っ
たという。パリの「トクトニアJとリヨンの 「セシリアJの一行は、ライプツィヒからの参加団
体と共に、 11時ごろドレスデンに着いた。ドレスデンは街中、美しく飾られていた。「フランス
で祝日に窓に飾られる貧弱な三色旗や、 一日限りの祝典の際に家に吊るされるツゲの飾り」とは
比べ物にならないとギメは感心する。駅から市庁舎までの道中がすでにセレモニーの一部であり、
到持した協会員たちはその場で行列を作り、市庁舎まで行進した。最初が軍楽隊、続いて、旗を
先頭にパリの「トクトニアJ、リヨンの 「セシリアJ、そして、同じ列車で若いたドイツの合唱協
会員が続き、最後にライブツィヒ大学の有名な合唱団 「パウノレス」の団員たちが剣を手にして、
エスコートする。軍楽隊が奏でるのはフリードリヒ大王が愛好した《デッサウ行進曲》であり、
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道すがら、大喝采が巻き起こる。家の窓ではハンカチが振られ、住民の歓呼の嵐に合唱協会員た
ちも歓声で応える。
市庁舎に到着すると、組織委員会のメンバーの熱烈歓迎のあいさつがあり、祝杯が供される。
彫金細工の施された金属の大カップになみなみと注がれたワインをみなで阿し飲みするのであ
る。その後、宿舎を記したカードが配られ、宿舎へと案内される。宿泊と食事を提供するのはド
レスデンの住民であった。
午後6時、市庁舎から祝祭会場のホーノレまで、旗の行進が行われる。見物人が押し寄せ、遠方か
らの参加団体には大声援が送られる。実際、フランスから参加した「トゥトニアjと「セシリアj
には、「パリ万歳、リヨン万歳、フランス万歳Jと、ひときわ大きな声援が群衆から寄せられた。
－合唱ホール
演奏会場となった合唱ホーノレはこの合唱祭のために建設された木造の仮設の建築物である。縦
300メートル、横150メートノレの巨大な建物で、街から 1～2キロ離れた3エノレベ河のほとりに
建てられており、乗合馬車と蒸気船が街との往復に用意されていた。このホーノレの音響が非常に
すぐれていたことは、ギメもヌーコムも強調している。フランスでは、合唱祭のために仮設ホー
ノレを建設するようなことは行われず、既存の大きな建物が使われるのが通例だったが、音響は概
してよくなかった。
仮設ホー ノレの脇に15ものピュフェが立ち並び、ホール内の客たちに飲み物を提供していた。
上階には旗を飾るギャラリーがあり、参加団体の旗が飾られていた。そのギャラリーの下に幹官
と消防士の詰め所、そしてレストラン、ピュアェ、お菓子屋、砂糖菓子屋が軒を連ね、郵便局、
電報局、読書室、さらに両替所まで設けられていた。
合唱然初日は午後8時に歓迎コンサートが始まり、 11時ごろまで続いたが、ギメは歓迎のあい
さつが、ホーノレのもっとも離れたところにいても明瞭に聞きとれることに驚いている。彼はその
理由として、ホールの音響のよさ、聴衆の注意、そしてドイツ語の響きの三点を挙げている。
歓迎コンサートでは、最初に、ライヒェノレの合唱曲が、作曲者自身の指揮により、ドレスデン
の複数の合唱団によって、四部合唱で歌われた。それは、待人のパープストが作ったこの合唱同
盟祭のモットーを組み込んだ作品であった。ヌ コームはこのモットーをフランス語に翻訳するこ
とは難しいとして、ドイツの合唱協会の友愛の精神を述べていると述べて、ドイツ語をそのまま
掲載している。
Herz und Lied，企ish，企ei,gesund ! （心と歌を、新鮮に、自由に、健康に！）
Wahr出向Gott,du S泊 gerbund! （汝、合唱同盟よ、神に誠実であれ！）
ライヒェノレはドレスデンの有名な合唱団体、リーダーターフェノレの当時の指導者で、あった。こ
の合唱団はヴァーグナーやユリウス ・オットーなどの作曲家が指導したこともある、由緒ある団
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語体であった。演説をはさんで、演奏会の後半にはドレスデンの合唱団に他所の合唱団も混じり、
みなで合唱団の一般的なレパー トリーの数々を歌ーって親交を深めた。
・合唱祭の通貨
ギメによれば、初日は観客が比較的少なかったので、観客席のベンチを重ねてテー プノレのよう
に使い、カフェ ・コンセールのような形にしてあった。つまり、観客席でビーノレのジョッキを傾
けながら演奏会を聴くことができたわけである。しかし、パリのカフェ・コンセールのような喧
騒はなく、給仕たちも静かに立ち働き、客に注文の品を運んでいた。統一前の当時のドイツでは、
通貨体系は非常に複雑で、地域によって使われる通貨が具なり、グロッシェン、ペニヒ、クロイ
ツアー、ターラー、フローリンなど、さまざまであったが、この祝祭期間中だけは特別の共通の
硬貨が作られ、流通していた。その硬貨の表には双頭の鷲、裏には音符が刻印され、二分音符が
1単位、全音符が2単位、という具合に作られていた。 4拍子1小節分がビール一杯に当たり、2
小節半分がビーフステ｝キに相当したという。このことからも、合唱祭がさまざまな面で実験的
な試みで、あったことがうかがえる。
－合唱運動とブルジョア
ギメは初日の歓迎コンサートは忌後まで聞かずに宿舎に引き揚げたが、ヌーコムの方は最後ま
で参加した。ところが、街まで帰るのに蒸気船にも乗合馬車にも乗れず、途方に暮れていると、
ひとりの若い消防士が声をかけ、宿舎まで、送ってくれることになった。消防士の本職は博士号を
もっ弁護士で、「非常に正確にJフランス語を話したという。彼の話によれば、消防士は、ほか
のドイツ諸邦と同様、 トウノレネン（体操）協会員の中からリクノレ トーされて組織されており、一
方、彼はドレスデンのリ｝ダータープェルの協会員でもあった。彼は一週間にで凶体操し、二回、
科学や文学の講演を聞き、二回リーダーターフェノレで歌い、残った日曜日には、凡が牧師を務め
ている村の教会でオノレガンを弾くか、射撃をするとヌーコムに述べたという。彼は射撃の祭典か
ら帰ってきたばかりであった。ヌーコムが「それで訴訟は？Jと聞くと、彼は「毎日弁護してい
ます。火事がない限り、そして、ウェーバーやメンデノレスゾー ンの合唱曲を歌わない限りにおい
ては」と答えたという。ヌーコムが描いたこの消防セこそ、ドイツの男声合唱を支えていたブ、ノレ
ジョアの典型で、あった。先述したように、当時のドイツでは、トゥノレネン協会、 射撃協会、合唱
協会の3つの協会運動が、相互に密接なかかわりをもちつつ、ドイツにおける「統ーと自由Jを
目指す運動の一翼を形成していたのである。このような合唱協会員のあり方はフランスとはまっ
たく異なっていた。
フランスのオルフェオンの場合、構成メンバーは f名誉会員Jと「活動会員」からなり、名誉
会員は法律的・知的な援助、間資者として機能し、 実際に歌ったり演奏したりする「活動会員J
は民衆層、職人・商人の小ブ、ノレジョア層、農村部では農民社会の最下層であり、ドイツの男声合
唱協会のように、社会のさまざまな階層の男性が一緒に歌うことはなかった。フランスでは、オ
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ノレフェオンは民衆を道徳的に啓蒙するための装置として認識されていたのである。
4.大会二日目 7月23日 （日）
午前5時起床。ザクセンの全軍楽隊がドレスデンの街中を演奏して回り、合唱協会員を起こす。
7時から合唱ホーノレで合唱祭のリハーサノレが開始される 4。初日の23日には、ほとんどの参加者
がリハー サノレに参加し、 5時間にわたってリハーサノレが行われた。
－ドイツの合唱団の水準
ここでヌーコムが注目するのは、 ドイツの合唱団の水準である。今回、参加者には、実符委員
会が作った楽譜集が渡されていた。その楽譜集は90ページにも及ぶ分厚いもので、この音楽祭
の演奏のために選ばれた24曲の作品が収められており、そのうち、この音楽祭のために作曲家
に依頼して書かれた新曲も多かった。ほとんどは難しい作品で、フーガ様式で書かれているもの
もあった。しかも、この楽諮集が配布されたのは5月の初旬であり、週に2回集まって練習する
のがやっとの合唱団にとって、決して、練習時間が十分にとれたわけではなかった。それにもか
かわらず、ヌーコムは、この大人数の合唱にしては、比較的完壁なアンサンプ、ノレであることに驚
き、 ドイツの合唱団がすぐれていることが明らかになったと述べる。
一方、ギメもドイツ人の音楽能力を評価し、次のように記している。「文字が読めるドイツ人
はだれでも歌うことができ、楽譜が読めるので、ドイツ人が音楽協会を組織するときには、われ
われの〔フランスの〕田舎の労働者が音楽をやりたいと願ったときに直面する、無味乾燥で不快
な練習は何もしないのだ」と。フランスでは、楽譜の読める団員が少なく、しかも、基礎的な訓
練をいやがるため、初等教育てぷ音楽が取り入れられている地域を除いては、楽譜を読めないまま、
コンクーノレ曲だけしか練習しないというケースも増えていた。さらに難しい曲は合唱団で敬遠さ
れるため、レパートリー自体も増えないとし、う蹴盾環が起こっていたのである。
ギメは 1861年、ローヌ県の上院議員に、音楽教育を普及させるために、無償の公的講座の設
置を検討してほしいと詩願したグ〉レープの一人であったが、リヨンの状況は改善されなかったよ
うである （Dictionnιrede la musique en Fi:ance : 719 ）。
さて、合唱祭に話を戻すと、ヌーコムは合唱祭のオーケストラが金管のみで構成されているこ
とを残念がり、今回の演奏される作品を書いた作曲家のうち数名は、自作の楽詩編成を変えなけ
ればならなかったと書いている。しかし、この合唱の規模にふさわしい数の弦楽器奏者を揃え、
それらの奏者を舞台に上げることは難しかったことは認めている。
－舞台での配置
ホーノレの中では、ひな壇の下に、指揮者席を取り囲むように、 200人の独唱パート担当者が並
び、その左に第1テノー ノレと第1パス、右に第2テノー ノレと第2パスが段状に並ぶ。中央の、一
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段目にオーケストラが配置される。独自畠パー トとオーケス トラのためには高lj指揮者がいて、指揮
者の動きを逐一伝えた。実行委員会は、 7月23日と 24Flの全4回のコンサートのそれぞれを担
当する4人の指揮者を任命し、そのほかに、合唱曲の作曲者に自作の指障を依頼した。指揮者は
メガホンで注意を与えた。いくつかの合唱には200人編成の金管オーケストラが伴奏したが5、
その音も合唱が鳴り響くとかき消されてしまったという。
－繁盛する飲食店
リハーサノレが終わると、団員たちは喉の渇きをいやし、食欲を満たすために、ホーノレの回りに
設けられているピ、ュフェに走る。ギメはその様子を細かく描写する。 「ドイツ人たちはわれわれ
よりもたくさん飲み食いすると思つてはいけない。食べ方が異なるだけなのだ。われわれは決ま
った時間に似たような食事をとるが、ライン河の向うの隣人は、空腹時にいつでも、一回の量は
少なく、食べるのであるJ(Guirnet 1863 : 16）。
ギメは、 100,000杯のピーノレが合唱祭のために作られたが、それは一施設で作られた量に過ぎ
ず、全体量は推して知るべし、としている。この飲食店の繁様ぶりはプランスからの参加者には
よほど、印象的だ、ったらしく、ヌーコムも、合唱ホールのピ‘ュアェだ、けの分として、消費された量
を次のように挙げている。
~の嬬製 5.5キロ、セノレヴラソー セー ジ 2.8キロ、ハム 9キロ、キャピア 7.5キロ、バター 1.5 
トン、卵 160,000個、ニシン 10トン、グリュイエー ノレチー ズ120個、高級パン毎日 12,000個、普
通のパン毎日 10キロ、牛25頭、仔牛毎日 100頭。
まさしく、合唱祭は 「飲めや歌えやJの祝祭で、あった。フランスのオルフェオンのプェスティ
ヴアノレとコンクールでは、このように大規模な都市を挙げての祝祭という側面は見られなかった。
－式典とコンサート
午後3時、ホーノレの正面で式典が始まり、関係者のあいさつや全ドイツ合唱協会旗の除幕が行
なわれた。除幕の瞬間、錦が鳴り響き、大砲が鳴らされ、 15,000人による合唱が始まった。そこ
で歌われたのが、《ドイツ人の祖国とは何か》 である。ヌーコムは、この合唱は、 ドイツ内部で
まだ反円していることを各人が感じているという点で悲しみの叫びであり、そのために戦う用意
ができているという点で力の叫びで、あったと書く。一点、ドイツ語を解さないギメは、戸外での
この大人数の合唱はまとまりを欠き、合唱祭で最も弱い部分であったと述べている。
しかし、ギメは、式典を進行させた100人の乙女には心を奪われた。ヌーコムによれば、ドレ
スデンの若い女性たちの中から選抜されたという 100人は、白い衣装と、ナラの業で編まれた冠
一一白と緑はザクセンの色でもある一ーを身に着けていた。それはフランスの民衆的な式典を取
り仕切る高官たちの制服よりもよほど優美であったとギメは評価する。男声合唱協会の祭典で、
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若い女性たちがえ・字どおり花を添えていた。ドイツの男性たちは、妻や娘を合唱協会員としては
受け入れなくとも、祝祭への参加は大いに喜んだのである。
午後5時から大コンサートが始まり、第l部で6曲、第2部で6曲の計12曲が演奏された九
そのうち、フアイスト、 J.オット一、 c.シュッペノレト、 Fr.アプト、クレープス、 J.G.Mミュ
ラーなど、作曲者自身が指揮した作品も多かった。フアイストは自作のほかに、第1部で演奏さ
れたメンデルスゾーン、シュナイダー、マノレシュナーを指揮し、第2部ではクレープスが自作の
ほかに、ジルヒャー、ツェノレナーZ田liner、ラッヘナーの作品を指揮した。これらの合唱の独唱
部分は200人によって歌われ、第1書店では、ライプツィヒ、テュ｝リンゲン、ゴー夕、ノレドノレフ
シコ『タットの合唱協会、第2部では、ニュノレンベノレクとヴュノレツブノレクの合唱協会が担当した。
特に成功を収めたのは、ジノレヒャーの非常に単純な合唱曲で、アンコールされた。これは死に
向かって歩く兵士を題材にしたものであった。 一方、ツェノレナーの合唱曲は途中で合唱が合わな
くなってしまい、聴衆をがっかりさせた。しかし、クレープスはこの曲をもう一度冒頭からやり
直し、今度はうまく進んだので、会場は大いに沸いたという。
コンサートにはザクセン国王が臨席した。第1部と第2部の間に国王の臨席に感謝する演説が
なされ、会場は歓芦に包まれた。
午後9時にコンサートはいったん終了し、その後は夜遅くまで、軍楽隊と合唱団が交互に演奏
した。
5.大会三日目： 7月24日 （月）
合唱協会員の起床は前日と同じく朝5時で、リハーサノレが行われたが、ヌーコムによれば、リ
ハーサノレ参加者はさすがに少なく、練習は3時間だけ行なわれたとしづ。この日は合唱祭のなか
でもクライマックスとなる、旗を掲げてドレスデンの街の歩く祝祭行進が行なわれた。合唱ホー
ノレに飾られていた各協会の旗1500本は、 3隻の蒸気船に積まれ、大砲の音とともに岸を離れ、
ドレスデンに運ばれた。旗が到着したドレスデンでは、それらの船を大勢の見物客がハンカチを
振り、帽子を振って歓迎した。
－祝祭行進
午後1時、行列が始まった。ヨーロッパ各地からやって来た合唱協会の団員や代表団は、アノレ
ブアベット順に3つのグ、ループに分けられ、旗と共に、おおぜいの見物人がひしめくドレスデン
の街中を練り歩く。街中は異様な熱気に包まれた。
ギメは自分が属した第1グ、ルー プの行ダIJについて、その構成を記している。馬に乗った合唱祭
の責任者に先導され、騎馬隊のラッパ手たち、ドイツの三色旗を護衛するドレスデンの若者たち
（騎馬）、行列委員会のメンバーが続き、さらに、トクルネンのグ、ノレー プが協会旗をもって進み、
射撃協会の音楽隊、協会旗をもった射撃協会の一行、ヴィッティングの音楽隊、フェンシング協
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会メンバ一、全ドイツ合唱協会の旗を護衛する儀伏兵たち、そして、特別ゲストやドイツ合唱協
会のメンバー、祭典のさまざまな委員会のメンバーなどが続く。さまざまな音楽隊の対外国の諸
都市からの代表団の後に、 ドイツの合唱協会がアノレファベッ ト順に続いた。第1グ、ノレープはFの
フランケンまて合んでいた〔図版〕。
.. . "・  
Zug def Sanger Uber eine Brilckc beim Dctttschen Sange1'fest 1865 in D間以Jen.
fドレスデンの1865年ドイツ合唱同盟祭での橋の上の合唱団員の行列J
150ゐhreSch wiil;か・che1・Siingerhund 1849 e. V. 'fubingen: Silberburg-Verlag,1999. 
注目されるのは、外闘からの代表団として数多くの都市が挙げられていることで、そこには、
ベルゲン、ベノレン、ブカレス ト、ホンコン、リスボン、リパプーノレ、ロンドン、マンチェスター、
ミノレウォー キ）、 パリ、サンクト ・ベテノレプノレク、フィラデノレフィア、リガ、ワノレシャワ、 チュ
ーリヒなどの名前が挙げられている。隣国のスイスやフランスはもちろん、北欧からも、ロシア
からも、アメリカからも、アジアからも、参加の申し込みがあったことがわかる。ギメは言及し
ていないが、このときの祝捺行列は 「ゲルマン精神の行進Jと呼ばれ、大会会場にドイツの各地
域のアレゴリー像が掲げられていたという（松本2008: 152）。
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・《デ、ッサウ行進曲》
この大人数の一行は、ザクセン軍楽隊の演奏する《デ、ッサウ行進曲》に従って歩いた。演奏さ
れる曲は、 4時間に及ぶ行進の問、そして、音楽隊が22グ、ループもあったにもかかわらず、徹
顕微尾この《デ‘ッサウ行進曲》だ、けだった。ギメはこの曲はフランス人にとっては陳腐な繰り返
しかもしれないが、ドイツ人にとっては、愛国的なとの曲は敬虚な表現として聞こえるのだろう
と述べている。もっとも、彼によれば、群衆と行進の喧騒の中で、《デッサウ行進曲》はあまり
聞こえなかったという。それよりも、「音楽による万歳Jが圧倒していた。
• r音楽による万藤J
一般的な「音楽による万歳」は、 3つの和音から成っていた。まず、合唱全体がユニゾンで主
音を歌い、次にドミナント和音を響かせ、最後に主和音を4声部で伸ばすというものであった。
これと別に、それぞれの合唱協会独自の4小節あるいは8小節の「音楽による万歳Jがあり、中
にはその楽鰭を小さい紙に印刷して、群衆に配布し、一緒に歌うケースもあった。見物客は初見
でその楽譜を見ながら自分の声域にあった芦部を合唱協会と一緒に歌ったので、ある。群衆が初見
で楽譜をみながら合唱する、という光景は、フランスから行ったギメには非常に印象的であった。
市庁舎の前には、前日、大会旗の除幕をつかさどった 100人の白い衣装にナラの葉の冠をかぶ
った若い女性たちが二列に並び、花かご、を手にもって、合唱協会員に花を手渡していた。ギメが
彼女たちにフランス語で話しかけると、彼女たちはみな fとてもよいJフランス語で答えたとい
う。また、若い娘たちは、家いえの窓に陣取り、練り歩く若い合唱団員たちにほほえみかけた。
これはフランスでは決して見られない光景で‘あったらしく、「フランス人の母親たちの多くが、
このくだりを読んで眉をひそめるだろう（・ー）しかし、これがドレスデンの合唱祭に特別な礼儀
と威厳をもっ特徴を与えているJと評価している。
4時間もの問、飲まず食わずで練り歩くのは疲れることだったが、そこはよくしたもので、太
った父親たちは団員たちに菓子を手渡し、「水を通さないj紙コップに入れて、ビールをふるま
．った。
午後6時から第2回の大コンサートが始められた。モール、クレッチマ一、ティーツ、ファン・
アイケン、リーツがそれぞれ指揮台に立ち、自作の合唱曲を指揮した。リーツは自作の他に2曲
の歌と、ウェーパーの合唱曲、そしてクロイツアーの《巡礼》を指揮し、多大な成功を収めた。
今回、独唱パートはウィーン、プラノ＼テプリッツ、ベルリン、ハノーファーの合唱団が担当し
た。
演奏は、ギメによれば、前夜よりもすぐれていたという。合唱協会員たちが耳を聾するばかり
のアンサンプルに慣れてきたためだと分析している。前日同様、コンサ｝トの後、別のコンサー
トが始まり、夜中まで続いた。
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大会最後の日は広大な公園への遠足が行なわれた。軍楽隊が公園のあちらこちらに置かれ、演
奏を聞かせた。合唱協会員たちが公園でくつろいでいる聞に、各合唱協会代表が集まり、今後の
合唱運動について協議が行なわれ、 4年後の大会の開催地についての話し合いが進められた。夕
刻、参加者は合唱ホーノレをめざした。そこで、ダンスパーティーが聞かれることになっていたの
である。ところが、激しい嵐となり、全員が合唱ホールに身を寄せたため、踊ることは不可能に
なってしまった。終了時刻の真夜中が近付くと、合唱協会員たちはひな壇に整列しメンデルスゾ
ーンの《さらば ！》を歌った。これが参加者全員で歌う最後の曲で、あった。一人の少女が演壇に
上がり、合唱祭の終了を告げた。
ギメはドイツ同盟合唱祭が終わったあと、ベルリンに回り、そこから直接リヨンに戻った。
6.大会4日目： 7月25日
7.ギメによる考察
このように魂を高め、心を満たす大きな祭典がなぜフランスでできないのか帰国後、ギメは、
を自答する。
ドイツに遅れをとっているとはいえ、フランスで音楽が盛んになっていることは間違いない。すでに
村の教区にはどこでも、少なくとも合唱オノレフェオンカ噌器楽オノレフェオンが存在している。音楽祭は増
え続け、多くの合唱協会が集まっている。大衆の閉で生じているこの芸術運動は、フランスでは個人の
イニシアチプによって進められている。
この進歩のために使われている動機は何かといえば、それは自己愛であり、自都心である。コンクー
ノレが組織され、そこではもっともt手な協会がメダノレを手にする。そして、この賞を得るために、オノレ
フェオンがあちらこちらに作られ、コンクー ノレの審査員の前に駆けつける。コンクー ノレで敗れた協会は
崩壊し、勝利．した協会も成功しなくなった後まで生き残ることはできない。音楽協会は手早く作られ、
それ以上に簡単に解体してしまう。
ギメのこの記述を読むと、当時のプランスのオノレフェオンのあり方に彼が大きな疑問を抱いて
いたことがうかがえる。コンクール至上主義の弊害はギメが身をもって体験していたことであっ
た。リヨンで私財を投じて合唱オノレフェオンを作り、指導していたギメにとって、審査員に演奏
のでき具合をつねに評価されるコンクーノレという制度は腹立たしいものであった。
優劣を競うコンクーノレという思想、は、フランスでは、ローマ賞コンクールや博覧会での出品物
の等級づけに象徴されるように、ごく当たり前のものであった。オノレブェオン活動においても、
1851年以降、コンクーノレが行なわれるようになり、合唱団をランクに分けて審査したり、やが
て初見演奏の審査を取り入れたり（1865年以降）するなど、審査の細分化、専門化へと向かっ
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て行った。当初は民衆が合唱したり、楽器を演奏したりすること自体に感激していた批評家たち
も、次には演奏の完成度を要求するようになり、そこで大きな問題が出てきたのである。
おわりに
オノレフェオンの特徴は、労働者や農民の階層が活動会員の主体を占めていたことであるが、よ
り上層の階層の人たちだけで、作るアマチュア合唱団体もフランスには存在していた（たとえば、
モスコヴァ公が貴族を中心に組織していた「古典宗教声楽協会Jなど）が、それらは、閉じアマ
チュアの音楽団体で、あっても、決してオノレフェオンとは呼ばれなかった。オノレフェオンとその他
の合唱団体との間に、つねにはっきりした線引きがなされているわけではなかったが、さまざま
な階層の合唱協会が、ドイツの音楽祭のように協力してフェスティグアノレを催すことはなかった
し、 一堂に集まって声を合わせて歌うことも例がなかった。
ドイツにとっては、合唱運動は祖国統ーのための大きな柱であり、合唱祭は地域を挙げて祝う
べき大きなイベントであった。各合唱協会が優劣を競うことは問題ではなく、大勢の男性が、声
を合わせて、階級を超えて、一緒に歌うことが重要であった。そして、それを陰で支えていたの
はーーギメもヌーコムも共に指摘しているように一一 ドイツ人の高い音楽水準であり、読譜能力
であった。フランスのオルフェオン運動の創始者であるヴィレムは「ヴィレム ・メソードJとい
う数字幣を開発した人物である。オノレブェオンの指導者たちにとって、低い社会階層の団員たち
に楽譜を読めるようにさせるということは難事業であり、そのために莫大なエネルギーが費やさ
れ、しかも効呆はなかなか上がらなかった。団員たちがソノレフェージュの練習を嫌がることも多
かった。自分自身、オノレプェオンの指導者として労働者合唱を指揮していたギメにとって、ドレ
スデンの合唱連盟祭で、一般の見物客が、 楽譜を初見で唱和する、という祝祭行列での光景は驚
きであった九
ドイツの合唱祭でもう一つ注目されるのは、見物客が多いことである。ドレスデンのドイツ合
唱連盟祭に集まった見物客の20万人という数は、プランスのオノレフェオン．・フェスティヴアノレ
では考えられない数字である。自己完結型、自己満足裂のフランスのオノレブェオンと比較して、
街ぐるみで大がかりなイベントを盛り上げる、集客能力の高いドイツの合唱祭は音楽イベントの
新しい形を提示していたとも言えよう。
なお、本研究は科学研究費（22520143）の助成を受けたものである。
注
1.ドイツ語読みでは fトイトェアjで、ドイツでは学生団体や合唱団によく使われる名称だが、ここではフランス語読
みにしている。
2.ドレスデンの合唱鎮でも、実行委員会の下に、装飾、音楽、財政、飲食、建築、警備、歓迎、宿舎を担当する委員会
が設けられた。
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3.ギメは1キロ、ヌーコムは2キロとしている。
4.ギメによれば6時から。
5.丹Cllcem usi.伺 leによれば219名。
6.ギメは14曲としている。
7.松本が指摘している通り、プロテスタントの教会では、会衆自身がドイツで嘗かれたコラーJレを歌う習慣があり、民
衆が合唱に接する機会がカトリックに比ペて多かったのは確かだが、南ドイツではカトリックが多かったわけであ
り（松本2008: 124）それだけでは合鴨の水準の高さがどのような要因でもたらされたものだったのかは説明でき
なし、当時の一般的な音楽教育のあり方についても検討が必要であろう。
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